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研究成果の概要（和文）：本研究では、根拠に基づいた合理的配慮を実現するために、読み書き支援ニーズ尺度
の下位尺度構成と妥当性検証、読字・書字課題の妥当性検証を行った。その成果もふまえ、眼球運動や読み書き
への苦手意識に伴うストレスが、読みの遅さと関連があることを示した。また、黙読の遅さが、多肢選択式テス
トの解答時間と関連があることが示された。この関連は、多肢選択式テストの形式によっても異なり、選択肢が
単語ではなく文である場合、その関連がより強くなることが示された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project is to provide tools and data for making
 an evidence-based decision for reasonable accommodation. Followings are the main findings of this 
project: Sub-scales of the Reading and Writing Support Needs Scale were developed and validated. The
 influences of the eye movements and sense of reading difficulties on reading speed were observed. 
The relationship between reading speed and time necessary to multiple-choice test was examined. It 
was found that the relation is stronger when the alternatives are sentences but not words.

研究分野： 臨床心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本国内では大学生を対象に利用可能な読み書きに関する検査がなかったことから、試験における合理的配慮の
根拠資料を準備することが難しかった。国内唯一の検査である読字・書字課題、読み書き支援ニーズ尺度の妥当
性に関する根拠がさらに示されたことから、今後の活用が期待される。大学生の読み書きにおいて、眼球運動や
苦手意識の影響が示されたことは、今後の読み書き関連のアセスメントにおいて重要な視点を提示する。多肢選
択式テストの形式によって読み速度の影響が異なることは、試験形式に応じた合理的配慮のあり方を検討する上
で意義のある知見である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

１．研究開始当初の背景 

 

2016 年 4 月の障害者差別解消法施行にともない、大学において障害のある学生への合理的配
慮の提供が義務化された。大学入試センター試験でも試験時間の延長など障害に応じた配慮が
行われている。大学入試や入学後の試験など、公平さが重視される場面では、配慮の妥当性の根
拠を示すことが求められている。 

 通常、試験では文字を読んだり書いたりすることが不可欠であることから、読み書きに障害が
あれば配慮が必要となる。しかし、これまで大学生の読み書きを評価する方法がなかったため、
本来受けられるはずの配慮を受けられない学生もいた。そのため、申請者らは大学生対象の読み
書き流暢性課題（以下、読み書き課題）を開発することにした（三谷・高橋他, 2016）。黙読、音
読、視写からなる本課題は十分な信頼性があり、小学校時代の読み書き困難経験についての自己
報告とも相関が見られた。また、障害等の診断がなくても、読み書きがかなり遅い学生がいるこ
とも明らかになった。 

 しかし、読み書きの遅さを示すだけでは、試験において妥当な合理的配慮を決定することがで
きない。妥当性を判断するためには読み書きの遅さが実際の試験の回答時間にどう影響を及ぼ
すか、異なる配慮の形態が、回答時間にどう影響を及ぼすかについての検討が必要である。 

 海外では試験時間の延長に関して、障害の有無によって成績がどのように変化するか検証が
行われている（たとえば Lovett & Lewandowski, 2014）。それに対し、我が国では関口・立脇
(2012)が読み書き障害のある学生の黙読時間を検討している以外は、高橋他（2016）の中で事例
が報告されているのみである。 

 

２．研究の目的 

【研究１】 

試験時間延長の根拠や背景要因を示すため、読字・書字課題（RaWF）、読み書き支援ニーズ
尺度（RaWSN）の下位尺度の構成、妥当性検証を行う。 

 

【研究２】 

読み書き困難の背景要因としての眼球運動や心理的な負荷と、読み速度との関連を検討する。 

 

【研究３】 

模擬的な多肢選択式テストを作成し、読み速度との関連を検討する。 

 

３．研究の方法 

【研究１】 

対象者 

専門学校生、大学生、大学院生 211 人（男性 102 人，女性 109 人）、年齢は 18 歳から 26 歳で，
平均は 20.4 歳（標準偏差は 1.6）であった。 
課題 

RaWF は、黙読課題、視写課題、音読課題から構成されている。黙読課題は、文法的には正しい
が意味的に正しくない文を含む短文の正誤判断を 1 分間実施し、回答できた問題数から、1 分間
の黙読文字数を算出する。視写課題は無意味文課題と有意味文課題からなり、見本の文章をとな
りのページの罫線の回答欄に書き写す課題である。2 分間で書けた文字数とエラーの数を測定す
る。音読課題は、4 文字からなるひらがな非単語 30 語を音読する課題で，音読速度とエラー数
を測る。 
 RaWSN は、学習障害のある人が体験しがちな困難経験を、手記、事例報告、既存の質問紙から
抽出し、質問項目とした尺度である。大学生の現在と小学校時代の読むこと、書くこと、その他
（聞く、伝える、記憶するなど）に関する、４件法 93 項目から構成されていた。 
 
【研究２】 

対象者 
 大学生 60 人であった。 
材料 
Developmental Eye Movement Test(DEM)を眼球運動機能の指標として用いた。眼球運動を測定
する新規課題を開発し、ディスプレイ上の総視線移動距離，及び効率を調べた。読み成績の指標
として，黙読課題および音読課題を実施した。視覚性注意の指標として，かな拾い読みテストを
実施し，有意味語・無意味語それぞれの正答数を用いた。読みへの苦手意識を測定するために
RaWSN、自律神経活動を測定するために、脈波計（YKC 社製 TAS9view）を用い、課題前（安静条
件）、音読課題中の pNN50（%）、LF/HF を計測した。課題実施中の両側前頭前野の脳活動計測には
4ch ワイヤレス NIRS(astem 社製)を用いた。 
 
【研究３】 

対象者 



 

 

大学生 160 人であった。 

材料 
黙読課題 RaWF（高橋・三谷, 2022）の黙読課題を用いた。 
多肢選択課題：小中学校で学習する教科の知識を問うもので，大学生での正答率が 8 割程度にな
る程度の難易度で、選択肢は５つであった。  
 単語選択課題は，問題文が平均 44.2 文字（SD = 23.9）で，選択肢は単語（5 つの選択肢合計
の文字数は平均 19.7 文字，SD = 7.2）であった。A4 サイズの問題冊子に，50 問が 11 ページに
わたって印刷された。 
 文選択課題は，問題文は平均 28.3 文字（SD = 5.5）で選択肢は文（5 つの選択肢合計の文字
数は平均 121.5 文字，SD = 41.1）であった。A4 サイズの問題冊子に，30 問が 7 ページにわたっ
て印刷された。 
 
４．研究成果 
【研究１】 
RaWF は読解を伴う黙読の速さ、ひらがなの文字を音に変換して発声する流暢さ、文字を認識し
て書き写す書字の速さの指標として、妥当性と信頼性の根拠を持った課題であることが示され
た。被検査者の読み書き速度の上限に近い値を測定することが可能であ。速さを求められること
で正確さが損なわれる可能性は低い。ただし、正確さの指標（エラー数）については、いずれの
課題もやや信頼性が低くなることから、量的な評価は慎重に行うべきである。エラーが多い場合
は、速度指標の解釈において慎重さが求められることに加え、なぜ多くのエラーが生じたか検討
が必要になる。黙読、音読、視写それぞれ活動の質、求められる機能は異なるが、速さという点
においては相互に関連があり、文字に関する入出力、情報処理の速度を規定する機能の存在がう
かがわれる。 
 RaWSN は項目数が多いため、4 種類の短縮版を作成した。「大学生学修困難尺度（28 項目）」は、
学生生活における学修困難の状態を評価する。「読字困難」、「読解苦手」、「書字・書き取り苦手」、
「聴覚処理の弱さ・不注意」、「記憶・学習苦手」の下位尺度から構成される。 
 「大学生学修困難尺度短縮版」は RWSNS の大学生項目の中から、読み書きの速さと相関の高い
7 項目を選んで構成された短縮尺度で、スクリーニング目的で、他の尺度やチェックリストと組
み合わせて実施することができる。 
 小学生時代の学習困難尺度（41 項目）は、回答者が小学生時代に経験した学習場面での困難
経験について評価する尺度で「文字の視覚処理エラー」、「読み書きルール（正書法）学習困難」、
「読解苦手」、「漢字学習困難」、「書字困難」、「書き取り苦手」、「記憶・聴覚的注意の弱さ」、「説
明苦手」、「計算苦手」の９つの下位尺度から構成される。 
 小学生時代の学習困難尺度短縮版は、現在の読み書きの速さと相関の高い 10 項目から構成さ
れた尺度で、少ない項目で、潜在的な学習障害の可能性を評価することができる。 
 
【研究２】 

音読成績を制御変数として偏相関係数を算出した結果，DEM では無相関となったが，新規課題
では相関係数（r = -.49）が有意となった。次に，新規課題の効率の結果を基に，平均以下群と
平均以上群を設定し，それぞれ音読・黙読課題遂行時の両側背外側前頭前野の酸素飽和度を比較
した。平均以下群は平均以上群に比して，音読・黙読課題ともに ch1 の賦活が低く，ch4 の賦活
が高い傾向を示した。なお，音読・黙読の課題成績では両群間に有意差を認めなかった。これら
の事から，同一課題遂行における NIRS の結果が群間で異なる一定の傾向を伴っていたことは眼
球運動機能の代償あるいは補完の結果によるものと推定され，眼球運動機能が読みに一定の影
響を及ぼしていることを示唆すると共に，大学生の読み困難について遂行量だけでの評価の限
界を示すものとも考えられる。 

迷走神経緊張度の指標である pNN50(％)の遷移パターンでは読み課題開始直後の高値から 10
以下に低下し推移する「低値推移群」と 10 以上を維持する「高値推移群」に類型された。両群
間で音読･黙読成績共に有意差があり（p < .01）、両側前頭前野の NIRS の反応も特徴的な傾向を
示した。大学生は苦手な学習課題では、その苦手意識が結果に影響を及ぼし、心理的負荷（苦手
意識）は作業的負荷と独立して自律神経活動に影響すること、苦手意識は不安傾向を増大させ迷
走神経緊張度を亢進させ、課題への集中を阻害することが明らかとなった。 

 
【研究３】 

黙読文字数を説明変数，多肢選択テストの解答数を目的変数として回帰分析を行ったところ，
単語選択課題では R2 = .28（F [1, 157] = 62.09, p < .001），文選択課題では R2 = .32（F [1, 
157] = 74.53, p < .001）であった。分析対象者を正答率 90％以上とした場合は，単語選択課
題では R2 = .26（F [1, 131] = 46.04, p < .001），文選択課題では R2 = .45（F [1, 86] = 
69.77, p < .001）であった。解答に悩むことが少ないと考えられる正答率が高い人においては，
文選択問題で解答時間の 45％程度が黙読速度で説明される一方，単語選択問題は 26%にとどま
った。単語選択問題に必要な解答時間は，一般的な黙読速度とは異なる能力によって説明される
割合が高いことがうかがえる。一方，文選択課題では，各問題に解答するために文を読んで理解



 

 

する能力の影響が強いと思われる。試験における時間延長を検討する際，問題の形式によっても
必要な配慮の時間が異なる可能性があることに留意する必要がある。 
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